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（委員） 別紙名簿のとおり 

（事務局） 危機管理監、危機管理部災害対策課長、危機管理部副参

事（防災計画担当）、危機管理部副参事（防災推進担

当）、危機管理部災害対策課職員 

会議公開の可否 公開 

傍聴人の数 ０人 

会議次第 １ 開会 

２ 会長挨拶 

３ 諮問 

  諮問第１号 世田谷区国民保護計画の変更について 

４ 議事 

  世田谷区国民保護計画の変更スケジュール等につい

て 

５ その他 

６ 閉会 

会議結果 

審議経過 

その他 

○上記３「諮問」を国民保護協議会へ諮問した。 

○会議経過の詳細は別紙のとおり。 

○その他 

同日、本協議会に引き続いて行われた令和８年度第１

回世田谷区防災会議の中で、委員より下記の質問があ

った。参考として、その質疑の内容について、掲載す

る。 

・委員からの確認事項 

ミサイル攻撃への対処を強化することとなっている

が、どういった背景やどのような形を想定しているの

か、前提を教えてほしい。 

・区からの回答 

令和７年度の東京都国民保護計画の変更で、ミサイル

攻撃を現実的な脅威と捉え、想定する事態として、大規

模テロ等に加えて弾道ミサイル攻撃を重視することとし

ていること、実際にウクライナやイランでもミサイル攻

撃への脅威が極めて高く、当初起こるものについてはミ

サイル攻撃への脅威が極めて高いと考えられることか

ら、これらを想定している。 
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午後１時開会 

○危機管理部長 それでは、定刻になりましたので、始めさせていただきます。本日は、

皆様、大変お忙しい中お集まりいただきまして誠にありがとうございます。ただいまか

ら、第１回世田谷区国民保護協議会を開催いたします。 

 私は、進行を務めます危機管理部長の◆◆でございます。どうぞよろしくお願いいたし

ます。着席にての進行、恐縮ですが、このまま進めさせていただきます。御了承くださ

い。 

 それでは初めに、連絡事項をお伝えさせていただきますけれども、今日はオンライン会

議で参加されている委員の方が数名いらっしゃいます。オンライン会議で出席の方につき

ましては、カメラの取扱い、それからマイクの取扱いについて、それぞれ御注意いただき

たいと思います。それから、２つ目ですが、会場で御参加の方ですけれども、マイクの取

扱いになりますけれども、お話しいただく際には、右側のボタンを押して赤ランプになり

ましたら、お話しいただくと。お話が終わりましたら、また右側のボタンを押すと赤ラン

プが消えますので、それぞれお願いいたしたいと思います。それから、３つ目ですけれど

も、本日の会議は、会議内容を議事録を取る関係で、写真撮影、それから議事録をまとめ

させていただきますので、必要に応じまして区のホームページ等で公開する予定となって

ございますので、あらかじめ御了承願います。 

 それから、本日の会議ですけれども、初めに国民保護協議会を開催いたしまして、終了

次第、防災会議を引き続き開催させていただきます。 

 それでは、国民保護協議会の資料等の確認をまず初めにさせていただきたいと思いま

す。先日、皆様方にお送りさせていただきました事前送付資料、それから、本日新たに机

上にて配付している資料がございますので、御確認をお願いいたします。事前に送付の資

料ですけれども、国民保護協議会の次第、資料１、諮問第１号（写）、資料２、世田谷区

国民保護計画の変更スケジュール等についてになります。内容については変更等はござい

ません。 

 それから、本日新たにお手元、机上にて配付していますのが、資料３、世田谷区国民保

護協議会委員名簿、資料４、世田谷区国民保護協議会条例、参考資料１、現行の世田谷区

国民保護計画（概要版）、参考資料２、東京都国民保護計画変更の概要をお手元に配付し

てございます。 

 資料は以上になりますけれども、受付で併せて座席も配付してございますので、随時、
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御活用ください。もし資料等に漏れがありましたら、お近くの職員にお声がけいただけれ

ば幸いですので、お申出をお願いいたします。 

 あわせまして、オンライン出席の方にも同様に資料のメールを送付させていただいてお

ります。また、適宜、会議中に画面のほうでも資料共有させていただきますので、御確認

のほう、お願いいたします。 

 次に、委員の方々への委嘱でございますけれども、令和10年５月22日までの任期で皆様

方に委員をお願いさせていただいております。本来ですと、お一人ずつに委嘱状をお渡し

するところでございますけれども、時間の関係上、机上の配付で交付に代えさせていただ

きたいと思います。また、オンラインの方につきましても、事前に委嘱状をお送りさせて

いただいてございます。 

 それでは、本協議会の会長であります◆◆区長より御挨拶を申し上げます。会長、よろ

しくお願いいたします。 

○◆◆会長 皆様、こんにちは。区長の◆◆でございます。世田谷区国民保護協議会会長

として御挨拶を申し上げます。 

 委員の皆様方には、世田谷区国民保護協議会委員を快くお引き受けいただきまして、誠

にありがとうございます。国民保護法では、我が国に対して外部からの武力攻撃やテロ等

の事態が発生した際、国、東京都、区が連携、協力して対処することとされており、世田

谷区は区民の避難誘導や救援等の措置を行い、区民を保護する役割を負っているところで

ございます。国における国民の保護に関する基本指針の変更、昨年７月の東京都国民保護

計画の変更、世田谷区地域防災計画の修正を踏まえ、世田谷区の国民保護計画につきまし

ても変更を行ってまいります。変更に際しましては、区より国民保護協議会への諮問の

上、皆様に御審議いただき、答申させていただく予定でございます。武力攻撃やテロ等の

事態が発生した際、区民の皆様を適切に保護する体制の準備に向け、御審議いただきます

ことをお願い申し上げ、冒頭の御挨拶とさせていただきます。 

○危機管理部長 ありがとうございました。 

 続きまして、本日御出席の国民保護協議会の委員の皆様の御紹介ですけれども、こちら

も時間の都合上、割愛させていただきたいと思っております。お手元の委員名簿の配付を

もって御紹介に代えさせていただきたいと思いますので、御確認をお願いいたします。 

 なお、委員名簿の網かけされている方につきましては、本日、御欠席ということで、代

理氏名欄にお名前がある方に御出席をいただいている状況がございます。また、お名前の
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横に米印がついていらっしゃる委員の方につきましては、オンラインでの御出席となって

ございます。なお、本日の協議会につきましては、世田谷区国民保護協議会条例第４条の

第２項で、委員の過半数の出席がなければ、会議を開き、議決をすることができないと定

められておりまして、本協議会につきましては成立してございます。 

 続きまして、諮問、議事に進みたいと思います。進行につきましては、これ以降、会長

であります◆◆区長にお願いしたいと思います。会長、よろしくお願いいたします。 

○◆◆会長 それでは、これからの進行を務めてまいりますので、御協力をよろしくお願

いいたします。 

 まず、諮問についてですが、お手元の資料１、諮問文写しを御覧ください。諮問文の読

み上げは、事務局よりお願いいたします。 

○事務局（防災推進担当副参事） それでは、私は、事務局を務めます危機管理部副参事

防災推進担当の◆◆でございます。 

 それでは、諮問文を読み上げます。 

〔諮問文を朗読〕 

 以上でございます。 

○◆◆会長 ただいま国民保護協議会に諮問を受けましたので、協議会において皆様の御

意見をいただきながら、世田谷区国民保護計画の変更を進めてまいりますので、よろしく

お願いいたします。 

 続きまして、次第４、議事に入ります。議事の進め方でございますが、最初に事務局か

ら御説明をいたしまして、その後に各機関の方から補足の説明などがございましたら御発

言をいただきまして、その後に質疑に入らせていただきたいと存じます。よろしいでしょ

うか。 

 では、世田谷区国民保護計画の変更スケジュールについて事務局より説明をお願いしま

す。 

○事務局（防災推進担当副参事） それでは、御説明申し上げます。資料２、世田谷区国

民保護計画の変更スケジュールについてを御覧ください。 

 まず、１の主旨は、先ほどの諮問文と同様の内容でございます。 

 次に、２の国民保護計画の概要ですが、国民保護計画は、法律に基づき、外部からの武

力攻撃や大規模テロがあった際に、国、都、区が連携して迅速、的確に住民を保護するた

めにあらかじめ策定するものであり、区では平成19年３月に策定しております。なお、国
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の方針変更や都の計画変更に伴い、令和２年３月に一部修正しております。区の現行計画

の主な内容といたしましては、概要版を別添の参考資料として添付しておりますので、後

ほど御確認ください。 

 元の資料に戻りますが、３、区の計画における今回の主な変更内容を記載しておりまし

て、これらの内容を踏まえて進めてまいります。また、裏面及び２枚目には修正箇所の一

覧表をつけておりますので、併せて御確認いただければと思います。 

 ４の変更の手続きにつきましては、東京都と協議しつつ、本国民保護協議会に諮問し、

御審議いただいた上で答申をいただき、区で決定していくという流れになります。 

 最後に、５の今後のスケジュールでございます。本協議会の後、事務局で素案のたたき

台を作成し、来月に協議会委員の皆様に送付させていただきまして、御意見等をいただき

ます。御意見等の調整を行いまして、議会へ報告し、東京都への協議を経て、令和８年12

月に本協議会において案について答申をいただく予定でございます。 

 説明は以上です。 

○◆◆会長 以上、事務局より説明をさせていただきましたが、関係機関の皆様方から補

足の説明等がございましたら、会場出席の方は挙手で、オンライン出席の方は手を挙げる

のボタンをクリックしてください。順次、御説明いただきます。何かございますでしょう

か。いかがでしょうか。 

 では、ございませんようですので、引き続きまして、質疑に入らせていただきます。御

質問、御意見等がございましたら、会場出席の方は挙手、オンラインの出席の方は手を挙

げるボタンをクリックしてください。順次、質疑のほうをいただいてまいります。いかが

でしょうか。 

 ございませんでしたら、本日、委員の皆さん御出席の下で、世田谷区国民保護計画の修

正素案づくりを進めてまいりたいと思います。今後につきましては、先ほどの説明のとお

り、来月をめどにして修正素案のたたき台を委員の皆様宛てにお送りさせていただき、８

月中をめどにいたしまして御意見等をいただきたいと考えておりますので、よろしくお願

いいたします。 

 それでは、以上をもちまして議事は終了させていただきますが、今後、お気づきの点が

ございましたら、事務局までお寄せいただきたいと存じます。今後とも、委員の皆様方の

お力添えをよろしくお願いいたします。 

 議事は以上になります。 
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 これをもちまして、本日の国民保護協議会を閉会いたします。引き続き、世田谷区防災

会議を行いますので、よろしくお願いいたします。 

午後１時14分閉会 

 


